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はじめに  

 

 県教育委員会においては、少子化に伴い、生徒減少が長期的に継続する中で、県

立高校新整備計画（平成 12 年度～平成 21 年度）を平成 12 年１月に策定し、同整

備計画に基づき、学校統合、学科改編の実施や総合学科高校、総合的専門高校、多

部制・単位制高校等新しいタイプの高等学校の設置等を推進してきました。  

 その後、高校教育を取り巻くさらなる社会的な変化を踏まえ、岩手の将来を担う

人財を育成するという観点から、岩手の高校教育としての長期的なビジョンを策定

するため、平成 20 年４月に外部有識者による第二次県立高等学校長期構想検討委

員会において、今後の県立高等学校の在り方について総合的に検討していただき、

平成 21 年９月に報告書の提出を受けました。その報告及び県民の皆さまの御提言

をいただきながら、概ね 10 数年先を展望した高校教育の基本的な考え方と方向性

を示すものとして、平成 22 年３月に「今後の高等学校教育の基本的方向」を策定

しました。 

 一方、平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災津波により、本県は甚大な被

害を受け、県立高校においても、多くの人的物的被害を受けました。震災から５年

が経過したものの、震災によるストレスに加え、日常的なストレスを抱えている生

徒も多い状況にあります。  

 こうした状況から、あらためて、大震災以降の状況の変化に対応する県立高等学

校の在り方について検討することとし、平成 26 年５月に外部有識者による県立高

等学校教育の在り方検討委員会を設置し検討を重ね、平成 26 年 12 月に報告書の提

出を受けました。その報告及び県民の皆さまの御意見等をいただき、先に策定した

「今後の高等学校教育の基本的方向」を平成 27 年４月に改訂しました。  

 平成 27 年度においては、各ブロックにおいて、地域の皆様と地域の代表者から

なる「今後の県立高校に関する地域検討会議」、県民の皆様を対象とした「今後の

県立高校に関する意見交換会」等を開催し、地域の高校の配置や在り方に関する多

数の御意見、御提言をいただきました。 

 地域からいただいた意見等を踏まえ、平成 27 年 12 月 25 日には「新たな県立高

等学校再編計画（案）」を公表し、各地域での地域検討会議や説明会の開催も含め

たパブリック・コメントを実施し、約 670 件の御意見や御提言をいただきました。 

 この「新たな県立高等学校再編計画」は、こうした意見も充分に勘案し、具体的

な県立高等学校の再編計画を提示したものです。今後も引き続き、地域の皆様と意

見交換を行いながら、この再編計画を基本として、本県における高校教育のより一

層の充実を図り、「知・徳・体」を備え調和のとれた人間形成、地域に根ざした産

業や今後の岩手の復興、発展を支え、ふるさとを守る人財の育成に取組みます。 
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Ⅰ 現状と課題 
 １ 少子化による生徒減少                    

   本県の中学校卒業者数は昭和 39年３月の 40,369人をピークに減少を続け、

県立高等学校新整備計画(以下「前整備計画」という。)策定時の平成 12 年

３月には 17,874 人、前整備計画後期計画策定時の平成 17 年３月には 14,857

人、平成 27 年３月には 12,088 人に減少しました。 

   平成 37 年３月には 9,800 人程度と見込まれており、平成 27 年３月に比較

しておよそ 2,280 人の減少が予想されます。この減少数は、40 人学級に換

算して約 57 学級に相当します。 

   この中学校卒業予定者の減少に対し、前整備計画等に基づき学校の統合や

学級減による募集定員の削減を実施し、望ましい規模の学校の配置に努めて

きましたが、この間においても学校の規模は徐々に縮小し、平成 27 年度に

おける１校当たりの平均学級数は 4.05 学級であり、募集学級が３学級以下

の学校は全県の約 43％を占めます。 

   今後も、中学校卒業予定者が減少していく中で、現状の学校数のまま募集

学級数の減を図っていくと、平成 37 年度には１校当たりの平均学級数は約

2.90 学級と予測され、多くの学校が小規模校化し、コース等の設定、多様

な科目の開講、教科・科目に応じた教員配置や部活動、学校行事での多様な

教育活動の実施にも支障を来す等、学校の教育力や活力の低下、小集団によ

る人間関係の固定化等が生じることが懸念されます。 

 

 ２ 高校教育における人財(生徒)の育成 

  (1) 高校教育の状況 

    我が国では、近年、インターネット社会の進展、グローバル化、高度情

報化、少子・高齢化の進行等広範で急速な社会変化が進行し、教育を取り

巻く環境は大きく変わってきています。  

    このような変化の激しい社会を生き抜くために、確かな学力、豊かな人

間性、健康や体力等の「生きる力」をはぐくむことが求められています。 

    本県においては、素直でまじめな資質を有する生徒を育てる等、今まで

受け継がれてきた高校教育をさらに充実・発展させ、生徒が社会の変化に

柔軟に対応できる力を育成していくとともに、進学体制の充実や本県の産

業振興施策の方向性を見据えた専門教育の充実等、生徒の進路実現に向け

た対応が求められています。 

    また、東日本大震災津波の際には避難所となった高校において、生徒達

が避難者に対し、献身的な活動を行っており、本県の教育の成果が発揮さ

れたほか、復興支援を契機とした高校生の海外体験等、世界との新たなつ

ながりが始まったところです。 

 

    [生徒の状況等] 

     全国的な傾向として、生徒の人間関係を結ぶ能力の低下や規範意識の
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希薄化、忍耐力・継続力の低下、自律性や学習意欲の低下、基本的生活

習慣をはじめとした生活基礎力の低下に加え、生活行動の変化を背景と

した体力の低下や食生活の乱れ、さらに明確な進路意識を持たない生徒

の増加等の課題があります。 

     本県の高校教育においては、このような傾向が進むことがないよう、

将来、自立した社会人として生きていくための力の育成や規範意識の醸

成、健康の増進と体力の向上、好ましい人間関係を築ける協調性や社会

性等を身に付けさせることが求められます。 

     また、本県の高校生の学力において、国語・数学・英語等の教科にお

ける基礎学力の定着が十分とはいえない状況になっており、その背景や

要因等を検証しながら、基礎的な知識や技能を確実に定着させることが

必要です。 

     さらに、中途退学や不登校、障がい等により特別な支援を必要とする

等の様々な課題を抱えている生徒が多く在籍しており、そのような生徒

に対しての早期発見や適切な指導、支援体制の充実が求められています。 

 

    [高校卒業後の進路] 

     本県における高校卒業後（全日制・定時制）の進路（私立高校を含む）

は、平成 27 年３月卒業生では、大学、短大等の大学等への進学率が

42.7％（全国平均 54.5％）、就職率が 30.6％（全国平均 17.8％）とな

っています。就職者 3,584 人のうち県内での就職は 2,339 人（65.3％）

であり、東日本大震災津波以降は県内への就職者の割合が増加傾向にあ

ります。なお、高校卒業後の就職者の概ね４割が３年以内に離職すると

いう実態もあります。 

 

    [東日本大震災津波の影響] 

     平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災津波により、本県は甚大

な被害を受け、県立高校においても、大きな人的、物的な被害が発生し

ました。 

     震災から５年が経過した現在でも、震災によるストレスに加え、日常

的なストレスを抱えている生徒も多いことから、地域の実態や多様化す

るニーズに応じた教員研修の実施や、スクールカウンセラーの拡充等に

より、生徒の心のサポートに取り組んでいます。  

     高校生の通学手段である公共交通機関は、平成 25 年３月からＪＲ大

船渡線がＢＲＴにより仮復旧し、平成 26 年４月には三陸鉄道が全線で

運転を再開しており、通学についての現状は、被災直後と比較すれば大

きく改善しています。さらに、ＪＲ大船渡線は、平成 28 年 12 月にはＢ

ＲＴによる本格復旧が決定しており、利便性の一層の向上が図られるも

のです。一方ＪＲ山田線については、ＪＲ東日本が復旧し、三陸鉄道に

移管することで関係機関が合意し、平成 27 年３月７日に、平成 30 年度
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末の全線開業を目指して復旧工事が着工されました。なお、振替輸送バ

スの運行により、高校への通学は可能な状況となっています。  

 

  (2) 高校教育の目的と人財育成の視点  

    高校教育の目的は、「知・徳・体」を備え調和のとれた人間形成、すな

わち「自立した社会人としての資質を有する人財（生徒）の育成」です。 

    また、東日本大震災津波からの復興に向け、復興教育を推進し、地域に

根ざした産業や今後の岩手の復興、発展を支え、ふるさとを守る人財の育

成も求められています。 

    人財育成の視点として、生徒に、生活面や学習面においての基礎･基本

を確実に身に付けさせ、それらを活用する力、自ら探究する力、主体的に

判断し、課題を解決していく能力、コミュニケーション能力等、社会の変

化に柔軟に対応し、様々な難局を打開する力を育成することが必要です。 

    また、本県の人づくりの土壌の中ではぐくまれてきた忍耐力、協調性、

社会貢献へのひたむきな態度や意欲等の資質をさらに伸ばし、目標に向っ

て堅実に努力する姿勢や態度を育成することが必要です。  
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Ⅱ 新たな県立高等学校再編計画の方針 
 １ 基本的な考え方 

  (1) 全体方針  

    本再編計画においては、現状と課題に示した高校教育を取り巻く環境を

踏まえ、次のような方針により、岩手を担う「自立した社会人」の育成と

生徒にとってより良い教育環境を目指した県立高校の再編を進めます。 

 

   ア 特色と魅力を持った学校の整備 

     生徒の学習ニーズ、興味・関心等に適切に対応し、進路希望の実現を

図るため、生徒が意欲を持って主体的に学ぶことができる特色と魅力を

持った学校づくりを推進することが重要です。 

     そのため、大学等への進学を中心とした指導を行う学校、幅広い教養

の習得を通じ多様な進路に対応した学校、専門的な知識や技能の習得を

目指した学校等、各学校の特色や果たす役割を明確にするとともに、望

ましい学校規模である原則１学年４～６学級程度の確保に努めます。 

 

   イ 教育機会と教育環境の確保  

     少子化により生徒減少が続く状況において、広大な県土と多くの中山

間地を抱える本県における教育機会の確保は大きな課題となっていま

す。その一方で、集団生活を通じて社会性や協調性をはぐくむ場として、

社会に羽ばたこうとする前段階の高校には一定規模の人数が必要です。 

     そのため、望ましい学校規模の維持に努めるものの、一定の規模が維

持できない場合は統合することとしますが、近隣に高校がなく他地域へ

の通学が極端に困難な場合には、生徒の学びの機会を保障する観点から、

特例として学校を配置していきます。 

     また、現在、県・市町村が重点的に取り組んでいる「まち・ひと・し

ごと創生法」に基づく地方版総合戦略の推進等を踏まえる必要もあると

考えております。 

     このような考え方を基本としつつ、統合等を実施する場合は、学校の

沿革、学科や地域性を考慮しながら、統合する学校を検討します。 

 

   ウ 様々な課題を抱えた生徒に対応した学校の充実 

     中学校卒業者のほとんどが高校に進学している状況の中で、多くの高

校において、学校生活に適応できない、あるいは障がいにより特別な支

援を必要とする等様々な課題を抱えた生徒も在籍しており、このような

生徒への適切な指導や支援体制の充実が必要です。 

     そのため、生徒のライフスタイルや能力・適性、関心・意欲に対して

柔軟に対応でき、弾力的な教育課程となる多部制・単位制高校の整備に

ついて、全県的なバランスを考慮しながら推進するとともに、支援を必

要とする生徒への適切な支援や対応に向けた仕組みの在り方について
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検討します。 

     また、夜間部だけを設置している定時制課程においては、弾力的な単

位修得を可能とし、転編入学の機会を多くする等学習機会の充実を図る

ため、学年制から単位制への転換を進めます。 

   エ 地域や産業と高校教育の連携  

     地域の産業構造や人財のニーズを踏まえ、高校教育段階において必要

とされる専門性のレベル、また、地域での就職の実態等、生徒の進路を

見据えた学科や教育課程の編成を行い、各地域において産学官が連携し、

広域的に組織している人財育成の取組と連携しながら地域や地域産業

を担い、発展に貢献できる人財の育成を図ります。 

     また、産業界はもとより地域との連携については、一層の充実に向け

た取組を展開していきます。 

  

  (2) 学校･学級の規模 

   ア 望ましい学校規模 

     今後、生徒数が減少していく中にあっても、生徒の個性や進路希望が

多様化する状況に対応し、コース等の設定、多様な科目の開設、教科・

科目に応じた教員配置や部活動、学校行事等多様な教育活動を展開する

ためには、望ましい学校規模として、原則１学年４～６学級程度の学校

規模が必要です。 

 

   イ 学校の最低規模 

     生徒数が減少していく中にあっても、高校としての教育の質を確保す

るためには、生徒の多様な学習ニーズに応え、集団活動による社会性の

育成を図ることが大切であることから１学年２学級以上が必要です。 

     ただし、広大な県土を有する本県の地理的条件等を考慮し、近隣に他

の高校がなく他地域への通学が極端に困難な場合、地域における学びの

機会を保障するために、特例として１学年１学級を最低規模として維持

します。 

     特例として１学年１学級とする場合においても、高校における生徒の

発達段階を考えると、高校としての教育の質を維持していくための集団

として、少なくとも１学級 20 人を超える人数が必要となります。 

     生徒数がこの規模を下回ることが予想される際には、地域との意見交

換を実施する等、存続に向けた関係者や地域の取組も考慮しつつ、直近

の入学者数が２年連続して 20 人以下となった場合には、原則として翌

年度から募集停止とし、統合します。 

     また、平成 27 年度に１学級である高校もこの統合基準の対象として

取扱います。 

     ◎ 特例として扱う学校 葛巻、西和賀、岩泉 

     ○ 平成 27 年度の１学級校 大迫、花泉、住田、宮古北 
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   ウ １学級の規模 

     「公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律」(以

下「高校標準法」という。)の規定に基づき、１学級 40 人を標準としま

す。 

     これは、県北沿岸や中山間地域の高校が実質的に少人数学級となって

おり、40 人定員を基本として配置された教員数のもと、習熟度別や進

路毎の少人数指導を実施している現状を考慮したものです。 

     ただし、教職員定数の改善については、引き続き国へも要望するとと

もに、今後の状況変化等があれば少人数学級の配置をあらためて検討し

ます。 

        

  (3) 通学等の支援  

    前整備計画においては、県立高校の統合に伴い、公共交通機関による通

学が困難となる統合先の高校等への通学生徒に対して、市町村又は当該生

徒の保護者等を構成員とする団体がバス等を通学手段として新たに運行

する事業に要する経費に対して補助を行っています。 

    本再編計画による県立高校の統合により、公共交通機関による統合先の

高校等への通学の費用が大幅に増加する場合や、公共交通機関での通学が

困難になる場合には、他の地域との公平性も考慮した上で通学支援策を導

入していきます。具体的な支援策については、各地域での状況も異なるこ

とから、地域の意見を引き続き伺いながら検討、実施します。 

 

 ２ 再編計画の期間 

   この再編計画の期間は、平成 28 年度から平成 37 年度までとします。 

   その中で、平成 28 年度から平成 32 年度までの前期と平成 33 年度から平

成 37 年度までの後期に分け、前期については具体的な内容とし、後期につ

いては大まかな方向性を示し、具体的な内容は今後、改めて検討し、計画す

るものです。 

 

 ３ 学校・学科の配置  

  〔県全体の配置〕 

   県の産業振興施策の方向性や産業界のニーズ、中学生の志望動向、高校卒

業後の進路状況、生徒・保護者の意識変化の状況等を踏まえ、全県的な視野

に立ち適切な配置に努めます。 

 

  〔ブロック毎の配置〕  

   県全体の考え方を基本とし、各ブロックの産業構造や地域特性、今後の中

学校卒業予定者数の見通しにも留意しながら、地域にとって望ましい学校を

配置します。 

   なお、ブロックによっては、生徒減少に伴い配置できる学校数や学科が限
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定される可能性があることから、教員の交流等による学校間連携の仕組みづ

くりにより生徒にとってより良い教育環境を整備します。 

 

  (1) 普通高校（普通科を設置している高校）  

   ア 生徒の大学等への進学希望に対応する普通高校については、その実現

に向けた多様な科目の開設や教員の指導体制の充実等の学習環境を整

えるため、ブロックを基本単位として、一定規模を確保しながら配置し

ます。 
 

   イ 生徒の多様な進路希望に対応する普通高校については、進学及び就職

のどちらにも対応できる指導体制が取れる学校としていくため、各ブロ

ックの状況に応じ、可能な限り一定規模を確保しながら配置します。 
 

   ウ 総合選択制高校※については、特色ある学系の充実を図り、県全体の

ニーズや卒業後の進路状況等を見据え、学系の構成等の改編を検討する

とともに、その機能を維持するため、一定規模を確保し、適切に配置し

ます。 

    ※  総合選択制高校は、普通科にいくつかの「学系」を設け、生徒が自分の興味や関

心、進路希望に応じて各学系に入学し学習するとともに、必要に応じて他の学系の

教科・科目も選択できる等、幅広く学習できる高校です。不来方高校、花巻南高校

の２校が総合選択制高校です。  
 

   エ 体育科及び理数科の普通科系の専門学科については、県全体のニーズ

や卒業後の進路状況等を見据え、学科の改編を図るとともに、適切に配

置します。 

 

  (2) 専門高校（職業に関する専門学科）  

   ア 各専門分野の核となる専門高校については、一定の学校規模を確保す

るとともに、本県の専門教育における中心校としての機能を維持します。 
 

   イ 総合的な専門高校※については、その機能を維持できる学校規模及び

学科の配置とします。 

    ※  総合的な専門高校は、関連する他の専門分野の教科・科目の学習も可能となる複

数の専門学科を併設した高校です。花北青雲高校、大船渡東高校、釜石商工高校の

３校が総合的な専門高校です。  
 

   ウ 上記ア、イ以外の専門高校及び専門学科については、学科改編等を検

討しながら原則として機能を維持することとしますが、ブロックの状況

に応じて、より良い教育環境を整備する観点から、他学科の学校を含め

統合を検討します。 

     特に、専門高校で多様な科目を開設し、専門的な教育内容を維持して

いくためには、最低でも２学級の規模が必要であり、将来的に２学級規



9 

模の維持が困難と見込まれる場合には、統合を進めます。  

     また、統合する場合であっても、学科の機能を維持できるよう、既存

校舎の施設を活用する校舎制※の導入も検討し、地域産業との連携や人

財の育成を継続します。 

     各専門学科については、目指す教育の特色、進路の状況、県の産業振

興施策の方向性等を見据え、関連する幅広い分野について学習できるよ

う他の専門学科との連携を進めながら、その充実を図るとともに、適切

に配置します。 

     新しい学科の配置については、地域や生徒のニーズ、卒業後の進路等

を中心に設置の効果と実現の可能性を検証し、設置の可否を検討します。 

    ※  校舎制は、学校運営においての統一した基本方針のもとに、複数の校舎を使用し、

１つの学校として機能させるものです。  

      大学で言う「○○キャンパス」に相当し、校歌、校章、制服等も１つの学校とし

て共通のものとなります。  

      学校の基本である授業はそれぞれの校舎で行い、教員が必要に応じて校舎を移動

して行う「校舎毎の授業」と、生徒が移動して授業を合同で実施することにより、

多様な交流機会や社会体験の場を広げる「複数の校舎の合同学習」を効果的に組み

合せていきます。  

 

   〔農業に関する学科〕  

     農業に関する専門高校は、盛岡農業高校、花巻農業高校、水沢農業高

校の３校(11 学科)となっています。 

     また、農業に関する学科を併設している高校は、大船渡東高校、千

高校、遠野緑峰高校の３校(３学科)となっています。 

     さらに、総合学科の各高校においても農業に関する学習が可能な系列

があります。 

     今後は、農業に関する専門教育の充実と卒業後の進路を見据えた学科

改編等を行いながら、当面はその機能を維持します。  

     なお、その機能が維持できない場合には、校舎制を視野に入れながら、

他の学校との統合及びその在り方について検討します。 

 

   〔工業に関する学科〕  

     工業に関する専門高校は、盛岡工業高校、黒沢尻工業高校、水沢工業

高校、一関工業高校、宮古工業高校、久慈工業高校、福岡工業高校の７

校(28 学科)となっています。 

     また、工業に関する学科を併設している高校は、花北青雲高校、千

高校、大船渡東高校、釜石商工高校、種市高校の５校(８学科)とな

っています。 

     さらに、総合学科の岩谷堂高校においても工業に関する学習が可能な

系列があります。 
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     今後は、工業に関する専門教育の充実と卒業後の進路を見据えた基幹

学科への学科改編等を行いながら、当面はその機能を維持します。  

     なお、その機能が維持できない場合には、校舎制を視野に入れながら、

他の学校との統合及びその在り方について検討します。 

 

   〔商業に関する学科〕  

     商業に関する専門高校は、盛岡商業高校、水沢商業高校、宮古商業高

校の３校(10 学科)となっています。 

     また、商業に関する学科を併設している高校は、花北青雲高校、大東

高校、大船渡東高校、釜石商工高校、遠野緑峰高校の５校(５学科)とな

っています。 

     さらに、総合学科の各高校においても商業に関する学習が可能な系列

があります。 

     今後は、商業に関する専門教育の充実と卒業後の進路を見据えた学科

改編等を行いながら、当面はその機能を維持します。  

     なお、その機能が維持できない場合には、校舎制を視野に入れながら、

他の学校との統合及びその在り方について検討します。 

 

   〔水産に関する学科〕  

     水産に関する専門高校は、宮古水産高校の１校(２学科)となっていま

す。 

     また、水産に関する学科を併設している高校は、高田高校の１校(１

学科)となっています。 

     さらに、総合学科の久慈東高校においても水産に関する学習が可能な

系列があります。 

     今後は、水産に関する専門教育の充実と卒業後の進路を見据えた学科

改編等を行いながら、当面はその機能を維持します。  

     なお、その機能が維持できない場合には、校舎制を視野に入れながら、

他の学校との統合及びその在り方について検討します。 

 

   〔家庭に関する学科〕  

     家庭に関する学科を併設している高校は、平舘高校、花北青雲高校、

大船渡東高校、宮古水産高校の４校（４学科）となっています。 

     また、総合学科の各高校においても家庭系列の学習が可能となってい

ます。 

     今後は、家庭に関する専門教育の充実と卒業後の進路を見据えた学科

改編等を行いながら、当面はその機能を維持します。  

     なお、その機能が維持できない場合は、その在り方について検討しま

す。 

 



11 

  (3) 総合学科高校  

     総合学科高校※の特長を生かした教育活動の充実を図るために、原則

３学級以上の学校規模を確保するとともに、生徒の進路実現に向け、生

徒の進路等を見据えた系列の見直しを検討します。 

     なお、生徒数の減少により、学校規模の維持が困難となった場合には、

学科の見直しも視野にその方向性を検討します。 

    ※  総合学科高校は、１年次は共通の普通教科を中心に学習し、その間に、各自が自

己の能力・適性、興味・関心や進路希望に応じて関連教科のまとまりである「系列」

を選択し、２年次、３年次では、自分の進路希望の実現のために自ら作った時間割

に沿って学習する高校です。紫波総合高校、北上翔南高校、岩谷堂高校、一関第二

高校、久慈東高校、一戸高校の６校が総合学科高校です。  

 

  (4) 定時制・通信制高校   

     全県のバランスに考慮しながら、夜間部の入学者が減少傾向にあるこ

とも踏まえ、ブロックを基本単位として多部制・単位制※の設置や移行

を検討します。 

     また、定時制課程については、弾力的な単位修得等を可能にし、転編

入学の機会を多くする等学習機会の充実を図るため単位制への転換を

進めます。 

     なお、通信制課程については、多様な生徒の学ぶ意欲に応える機能を

維持します。 

    ※  多部制・単位制は、午前部・午後部・夜間部等を併設し、自ら学ぶ科目や時間帯

を選択することが可能な高校です。杜陵高校、杜陵高校奥州校、久慈高校長内校の

３校が多部制・単位制高校です。  

 

 (5) 中高一貫教育校  

     県立高校における中高一貫教育校は、連携型※ 1 が２校、併設型※ 2 が

１校となっています。 

     連携型中高一貫教育は、軽米及び葛巻の２つの地域において行われて

います。連携型の在り方については、今後の中学校卒業予定者数の推移

と地域の意向も踏まえ、今後の方向性を検討します。 

     併設型中高一貫教育は一関第一高校に附属中学校を平成 21 年度に設

置しました。同校では６年間を通じた教育課程とキャリア教育の充実に

より、生徒の進路目標を概ね達成しておりますが、併設型の在り方につ

いては、今後の中学校卒業予定者数の推移と課題も含め引き続き検証し

ながら、今後の方向性を検討します。 

    ※ 1 市町村立の中学校と県立の高校等異なる設置者による中学校と高校が教育課程

の編成や教員・生徒間交流等の連携を深める形で行うものです。  

    ※ 2 同一の設置者による中学校と高校を、高校への入学者選抜を行わずに接続する

ものです。  
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Ⅲ 再編プログラム  
 １ 全体プログラム  

   平成 27 年度現在、全日制課程の県立高等学校(分校も含む)は 64 校設置し

ています。 

   平成 27 年度入試における入学者数は 9,005 人であり、定員 10,200 人のと

ころ、1,195 人もの欠員が生じています(充足率 88.3％)。特に県北・沿岸で

はその傾向が顕著であり、釜石・遠野ブロックでは充足率が 72.6％、二戸

ブロックでは充足率 70.5％と大きな欠員が生じています。これは東日本大

震災津波の発生以降、これまで実施してきた学級数調整の方法を変更してき

たことにより、十分な学級数調整が出来なかったことが理由となっています。 

   中学校の卒業者数は、前述したように平成 27年３月は 12,088人でしたが、

平成 33 年３月及び 38 年３月の中学校卒業予定者は、それぞれ、10,203 人、

9,700 人となり、27 年３月と比較して 1,885 人（15.6％）、2,388 人（19.8％）

減少すると見込まれます。 

   県の産業振興施策の方向性や産業界のニーズ、中学生の志望動向、高校卒

業後の進路状況、生徒･保護者の意識変化の状況を見据えながら、全県的な

視野に立つとともに、学校によっては、入学者数が減少することが見込まれ

ることから、その状況を踏まえながら、学校の統合や学級数の調整を行いま

す。 

   各ブロックにおいて、中学校卒業予定者数の状況、高校進学希望者の志望

動向、各高校の定員充足状況等を勘案しながら、望ましい学校規模４～６学

級の確保に努めます。 

   また、１～３学級規模の学校については、地域の実情等を考慮しながらそ

の在り方を検討します。 

   今後、入学者で１学級定員を上回る欠員が生じた場合には、岩手県立高等

学校の管理運営に関する規則(昭和 32 年教育委員会規則第３号)第３条第２

項の規定※に基づき、学級減を検討する場合があります。ただし、ブロック

における中学校卒業予定者数に回復する見込みがある場合等には、学級減を

行わないこともあります。 

※ 岩手県立高等学校の管理運営に関する規則(昭和 32 年教育委員会規則第３号) (抄) 

     （学級編制）  

 第３条  高等学校の学級編制は、別表第１から別表第３までに掲げるとおりとする。 

 ２  入学志願者の数が、生徒の募集に関する人員に満たない場合で、その不足する

数が１学級の収容定員以上であるときは、別表第１から別表第３までに掲げる学

級数を減ずることがある。  

 

  (1) 平成 28 年度から 32 年度(前期)における全体プログラム  

    平成 32 年度における全日制課程の県立高等学校(分校も含む)の数は 60

校、学級数は１学年あたり普通科が 126 学級(58.3％)、専門学科が 64 学

級(29.6％)、総合学科が 26 学級(12.0％)の計 216 学級の見込みです。 
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    また、定時制課程においては、全県的なバランスに考慮しながら、多部

制・単位制の設置や移行について検討します。  

 

年度 
中学校卒業 

予定者数 

県立高等学校（全日制課程） 

募 集 

学級数 
学科種別 

募 集 

学級数 

募 集 

学校数 

27 12,088 人 255 学級 

普 通 科 148 学級  

63 校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60 校 

職業に関する 
専門学科 

77 学級 

総合学科 30 学級 

28 12,084 人 255 学級 

普 通 科 148 学級 

職業に関する 
専門学科 

77 学級 

総合学科 30 学級 

32 10,775 人 216 学級 

普 通 科 126 学級 

職業に関する 
専門学科 

64 学級 

総合学科 26 学級 

   (注) 理数科、体育科は普通科に含みます。 

 

  (2) 平成 33 年度から 37 年度(後期)における全体プログラム  

    平成 37 年度における全日制課程の県立高等学校の数は 49～51 校、学級

数は、１学年あたり、普通科が 108～110 学級(約 57％)、専門学科が 57

～59 学級(約 31％)、総合学科が 22～24 学級(約 12％)の計 189～191 学級

と見込まれます。 

 

年度 
中学校卒業 

予定者数 

県立高等学校 

設置学級数 学科種別 学級数 学校数 

37 9,806 人 
189～191 

学級 

普 通 科 
108～110 

学級 

49～51 校 職業に関する 
専門学科 

57～59 学級 

総合学科 22～24 学級 

 

 

 ２ ブロック別プログラム（前期計画） 

  (1) 盛岡ブロック  

   [現状と課題] 

    ・ 全日制課程については、県立高校は普通高校 11 校（専門学科併置
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校３校を含む）、専門高校３校（農業、工業、商業）、総合学科高校１

校の 15 校設置しています。また、盛岡市立高校と私立高校が８校あ

ります。 

    ・ 定時制課程については、多部制・単位制高校を杜陵高校に設置し、

夜間定時制課程を盛岡工業高校に併設しています。さらに、杜陵高校

には、通信制課程も併設しています。 

    ・ 平成 27 年度入試において全日制課程では 132 人の欠員が生じてお

り、さらに中学校卒業予定者数は、平成 27 年３月から 32 年３月まで

の間に 329 人減少することが見込まれることから、学級数調整が必要

です。 

 

   [再編の方向] 

    ・ 生徒数の減少等に対応し、各高校における特色ある学科の機能を維

持しながら学級数調整を行います。また、１学年２学級の高校におい

ては、入学者数の状況や地域の実情等を踏まえながら、その在り方に

ついて検討します。 

    ・ 専門高校及び総合学科高校については、地域の振興方向や産業構造、

中学生の志望動向、高校卒業後の進路状況等を見据え、学科の改編及

び系列の見直し等を検討します。 

    ・ 定時制課程については、盛岡工業高校で極端に生徒数が減少してお

り、その在り方を統合等も視野に検討します。  

 

        学校別再編計画 

学校名 平成 27 年度の状況  再編の方向 平成 32 年度の状況  

全日制課程  学科・学級数  
定員 

( 合 格 者 数 )  
学級増減  内容等 学科・学級数  定員 

盛岡第一 普通 ７ 

理数 

280 

(284) 

 → 普通 ７ 

理数 

280 

盛岡第二 普通 ５  200 

(204) 

 → 普通 ５ 200 

盛岡第三 普通 ７  280 

(284) 

▲１ 平成 32 年度 普通 ６ 240 

盛岡第四 普通 ７ 280 

(280) 

▲１ 平成 31 年度 普通 ６ 240 

盛岡北 普通 ６ 240 

(243) 

▲１ 平成 32 年度 普通 ５ 200 

盛岡南 普通 ５ 

体育 １ 

240 

(240) 

 → 普通 ５ 

体育 １ 

240 

不来方 普通 ７ 280 

(272) 

▲１ 平成 32 年度 

学系見直し 

普通 ６ 240 

盛岡農業 農業 ５ 200 

(200) 

 → 農業 ５ 200 
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学校名 平成 27 年度の状況  再編の方向 平成 32 年度の状況  

全日制課程  学科・学級数  
定員 

( 合 格 者 数 )  
学級増減  内容等 学科・学級数  定員 

盛岡工業 工業 ７ 280 

(282) 

▲１ 平成 32 年度 

学科改編 

工業 ６ 240 

盛岡商業 商業 ６ 240 

(248) 

 → 商業 ６ 240 

沼宮内 普通 ２ 80 

(42) 

 → 普通 ２ 80 

葛巻 

(特例校) 

普通 ２ 80 

(48) 

▲１ 平成 30 年度 

 

普通 １ 40 

平舘 普通 ２ 

家庭 １ 

120 

(101) 

▲１ 平成 31 年度 

学科改編 

普通 １ 

家庭 １ 

80 

雫石 普通 ２ 80 

(49) 

 → 普通 ２ 80 

紫波総合 総合 ５ 200 

(171) 

▲１ 平成 32 年度 

系列見直し 

総合 ４ 160 

計 15 校 77 3,080 

(2,948) 

  69 2,760 

 

        中学校卒業予定者数と県立高等学校の募集学級数等 

 平成 28 年度 平成 32 年度 

中学校卒業予定者数 4,483 4,191 

県立高等学校 
募集学級数 77 69 

学 校 数 15 15 

    

    ○ 後期計画期間中の方向性 

      平成 37 年３月末の中学校卒業予定者数が 3,936 人であり、平成 37

年度の募集学級数は約 62 学級と見込まれます。盛岡市内の高校の小

規模化を避けるため、統合等の検討も想定しています。 

    

  (2) 岩手中部ブロック 

   [現状と課題] 

    ・ 全日制課程については、県立高校は普通高校５校、専門高校３校（農

業、工業、総合的な専門高校）、総合学科高校１校の９校設置してい

ます。また、私立高校が２校あります。  

    ・ 平成 27年度入試において全日制課程では 99人の欠員が生じており、

さらに中学校卒業予定者数は、平成 27 年３月から 32 年３月までの間

に 141 人減少することが見込まれることから学級数調整が必要です。 

 

   [再編の方向] 

    ・ 生徒数の減少等に対応し、各高校における特色ある学科の機能を維
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持しながら学級数調整を行います。なお、１学年２学級以下の高校に

おいては、入学者数の状況や地域の実情等を踏まえながら、その在り

方について検討します。 

    ・ 専門高校及び総合学科高校について、地域の振興方向や産業構造、

中学生の志望動向、高校卒業後の進路状況等を見据え、学科の改編及

び系列の見直し等を検討します。 

    ・ 普通科に設置している学系及びコースについて、中学生の志望動向、

高校卒業後の進路状況等を見据え、見直し等を検討します。  

 

        学校別再編計画 

学校名 平成 27 年度の状況  再編の方向 平成 32 年度の状況  

全日制課程  学科・学級数  
定員 

( 合 格 者 数 )  
学級増減  内容等 学科・学級数  定員 

花巻北 普通 ６ 240 

(245) 

 → 普通 ６ 240 

花巻南 普通 ５ 200 

(202) 

▲１ 平成 31 年度 

学系見直し 

普通 ４ 160 

花巻農業 農業 ３ 120 

(124) 

 → 農業 ３ 120 

花北青雲 工業 １ 

商業 ２ 

家庭 １ 

160 

(161) 

▲１ 平成 32 年度 

学科改編 

工業 １ 

商業 １ 

家庭 １ 

120 

大迫 普通 １ 40 

(32) 

 → 

現状１学級校  

普通 １ 40 

黒沢尻北 普通 ６ 240 

(240) 

 → 普通 ６ 240 

北上翔南 総合 ６ 240 

(241) 

▲１ 平成 32 年度 

系列見直し 

総合 ５ 200 

黒沢尻 

工業 

工業 ６ 240 

(191) 

 → 工業 ６ 240 

西和賀 

(特例校) 

普通 ２ 80 

(25) 

▲１ 平成 30 年度 

コース見直し  

普通 １ 40 

計９校 39 1,560 

(1,461) 

  35 1,400 

 

        中学校卒業予定者数と県立高等学校の募集学級数等  

 平成 28 年度 平成 32 年度 

中学校卒業予定者数 1,953 1,773 

県立高等学校 
募集学級数 39 35 

学 校 数 9 9 

 

    ○ 後期計画期間中の方向性 

      平成 37 年３月末の中学校卒業予定者数が 1,593 人であり、平成 37
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年度の募集学級数は約 31 学級と見込まれます。専門高校の定員割れ

も予想されるため、地域の産業振興方向等も見据えた学科再編も想定

しています。 

    

  (3) 胆江ブロック  

   [現状と課題] 

    ・ 全日制課程については、県立高校は普通高校３校（普通科系専門学

科併置校１校を含む）、専門高校３校（農業、工業、商業）、総合学科

高校１校の７校設置しています。また、私立高校が１校あります。 

    ・ 定時制・通信制課程については、多部制・単位制高校を杜陵高校奥

州校に設置し、通信制課程も併設しています。  

    ・ 平成 27 年度入試において全日制課程では 101 人の欠員が生じてお

り、さらに中学校卒業予定者数は、平成 27 年３月から 32 年３月まで

の間に 108 人減少することが見込まれることから学級数調整が必要

です。 

 

   [再編の方向] 

    ・ 生徒数の減少等に対応し、各高校における特色ある学科の機能を維

持しながら学級数調整を行います。また、１学年２学級の高校におい

ては、入学者数の状況や地域の実情等を踏まえながら、その在り方に

ついて検討します。 

    ・ 専門高校及び総合学科高校について、地域の振興方向や産業構造、

中学生の志望動向、高校卒業後の進路状況等を見据え、学科の改編及

び系列の見直し等を検討します。 

    ・ 定時制課程については、全県的なバランスにも考慮しながら、杜陵

高校奥州校の一層の充実を図ります。 

 

 

        学校別再編計画 

学校名 平成 27 年度の状況  再編の方向 平成 32 年度の状況  

全日制課程  学科・学級数  
定員 

( 合 格 者 数 )  
学級増減  内容等 学科・学級数  定員 

水沢 普通 ６ 

理数  

240 

(245) 

 → 普通 ６ 

理数 

240 

水沢農業 農業 ３ 120 

(78) 

▲１ 平成 30 年度 

学科改編 

農業 ２ 80 

水沢工業 工業 ４ 160 

(152) 

▲１ 平成 31 年度 

学科改編 

工業 ３ 120 

水沢商業 商業 ３ 120 

(102) 

 → 商業 ３ 120 

前沢 普通 ２ 80 

(47) 

▲１ 平成 31 年度 普通 １ 40 
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学校名 平成 27 年度の状況  再編の方向 平成 32 年度の状況  

全日制課程  学科・学級数  
定員 

( 合 格 者 数 )  
学級増減  内容等 学科・学級数  定員 

金ケ崎 普通 ３ 120 

(115) 

 → 普通 ３ 120 

岩谷堂 総合 ５ 200 

(200) 

 → 総合 ５ 200 

計７校 26 1,040 

(939) 

  23 920 

 

        中学校卒業予定者数と県立高等学校の募集学級数等  

 平成 28 年度 平成 32 年度 

中学校卒業予定者数 1,313 1,206 

県立高等学校 
募集学級数 26 23 

学 校 数 7 7 

 

    ○ 後期計画期間中の方向性 

      平成 37 年３月末の中学校卒業予定者数が 1,031 人であり、平成 37

年度の募集学級数は約 20 学級と見込まれます。普通高校、専門高校

の定員割れも予想され、機能の維持が困難となった場合には、統合等

を検討することも想定しています。 

 

  (4) 両磐ブロック  

   [現状と課題] 

    ・ 全日制課程については、県立高校は普通高校４校（専門学科併置校

３校を含む）、専門高校１校（工業）、総合学科高校１校の６校設置し

ています。また、高等専門学校１校と私立高校２校があります。 

    ・ 定時制課程については、夜間定時制課程を一関第一高校に併設して

います。 

    ・ 平成 27 年度入試において全日制課程で 87 人の欠員が生じており、

さらに中学校卒業予定者数は、平成 27 年３月から 32 年３月までの間

に 163 人減少することが見込まれることから学級数調整が必要です。 

 

   [再編の方向] 

    ・ 生徒数の減少等に対応し、各高校における特色ある学科の機能を維

持しながら学級数調整を行います。また、１学年１学級の高校におい

ては、入学者数の状況や地域の実情等を踏まえながら、その在り方に

ついて検討します。 

    ・ 専門高校において、地域の振興方向や産業構造、中学生の志望動向、

高校卒業後の進路状況等を見据え、学科の改編等を検討します。 

    ・ 総合学科高校において、生徒の進路希望が達成できるよう系列の充
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実を図ります。 

    ・ 定時制課程については、全県的なバランスに考慮しながら、隣接ブ

ロックも含めた多部制・単位制等への移行等も検討します。 

 

        学校別再編計画 

学校名 平成 27 年度の状況  再編の方向 平成 32 年度の状況  

全日制課程  学科・学級数  
定員 

(合 格 者 数 )  
学級増減  内容等 学科・学級数  定員 

一関第一 普通 ６ 

理数 

240 

(232) 

▲１ 平成 32 年度 普通 ５ 

理数 

200 

一関第二 総合 ６ 240 

(242) 

▲１ 平成 30 年度 

系列見直し 

総合 ５ 200 

一関工業 工業 ４ 160 

(139) 

▲１ 平成 32 年度 

学科改編 

工業 ３ 120 

花泉 普通 １ 40 

(37) 

 → 

現状１学級校  

普通 １ 40 

大東 普通 ３ 

商業 １ 

160 

(127) 

▲１ 平成 31 年度 普通 ２ 

商業 １ 

120 

千  普通 ３ 

農業 １ 

工業 １ 

200 

(176) 

 → 普通 ３ 

農業 １ 

工業 １ 

200 

計６校 26 1,040 

(953) 

  22 880 

 

        中学校卒業予定者数と県立高等学校の募集学級数等  

 平成 28 年度 平成 32 年度 

中学校卒業予定者数 1,257 1,059 

県立高等学校 
募集学級数 26 22 

学 校 数 6 6 

 

    ○ 後期計画期間中の方向性 

      平成 37 年３月末の中学校卒業予定者数が 955 人であり、平成 37

年度の募集学級数は約 20 学級と見込まれます。専門高校の定員割れ

も予想され、機能の維持が困難となった場合には、近接する高校の統

合等を検討することも想定しています。 

 

  (5) 気仙ブロック  

   [現状と課題] 

    ・ 全日制課程については、県立高校は普通高校３校（専門学科併置校

１校を含む）、専門高校１校（総合的な専門高校）の４校設置してい

ます。 

    ・ 定時制課程については、夜間定時制課程を大船渡高校に併設してい
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ます。 

    ・ 平成 27 年度入試において 90 人の欠員が生じており、さらに中学校

卒業予定者数は、平成 27 年３月から 32 年３月までの間に 123 人減少

することが見込まれることから学級数調整が必要です。  

 

   [再編の方向] 

    ・ 生徒数の減少等に対応し、各高校における特色ある学科の機能を維

持しながら学級数調整を行います。また、１学年１学級の高校におい

ては、入学者数の状況や地域の実情等を踏まえながら、その在り方に

ついて検討します。 

    ・ 専門高校において、地域の振興方向や産業構造、中学生の志望動向、

高校卒業後の進路状況等を見据え、総合的な専門高校としての機能の

充実を図ります。 

    ・ 定時制課程については、全県的なバランスを考慮しながら、多部制・

単位制の設置や移行について検討します。  

 

        学校別再編計画 

学校名 平成 27 年度の状況  再編の方向 平成 32 年度の状況  

全日制課程  学科・学級数  
定員 

(合 格 者 数 )  
学級増減  内容等 学科・学級数  定員 

高田 普通 ４ 

水産 １ 

200 

(164) 

▲１ 平成 32 年度 普通 ３ 

水産 １ 

160 

大船渡 普通 ５ 200 

(200) 

▲１ 平成 30 年度 普通 ４ 160 

大船渡東 農業 １ 

工業 ２ 

商業 １ 

家庭 １ 

200 

(146) 

▲１ 平成 31 年度 

学科改編 

農業 １ 

工業 １ 

商業 １ 

家庭 １ 

160 

住田 普通 １ 40 

(40) 

 → 

現状１学級校  

普通 １ 40 

計４校 16 640 

(550) 

  13 520 

 

        中学校卒業予定者数と県立高等学校の募集学級数等  

 平成 28 年度 平成 32 年度 

中学校卒業予定者数 562 475 

県立高等学校 
募集学級数 16 13 

学 校 数 4 4 

 

    ○ 後期計画期間中の方向性 

      平成 37 年３月末の中学校卒業予定者数が 408 人であり、平成 37

年度の募集学級数は約 11 学級と見込まれます。多くの学校で定員割
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れすることが予想され、専門学科を中心に、地域の産業振興方向等を

見据えた学科再編等も想定しています。 

 

 (6) 釜石･遠野ブロック  

   [現状と課題] 

    ・ 全日制課程については、県立高校は普通高校３校（普通科系専門学

科併置校１校を含む）、専門高校２校（農業･商業併置校、総合的な専

門高校）の５校設置しています。 

    ・ 定時制課程については、夜間定時制課程を釜石高校に併設していま

す。 

    ・ 平成 27年度入試において全日制課程で 206人の欠員が生じており、

さらに中学校卒業予定者数は、平成 27 年３月から 32 年３月までの間

に 125 人減少することが見込まれることから学級数調整が必要です。 

 

   [再編の方向] 

    ・ 生徒数の減少等に対応し、各高校における特色ある学科の機能を維

持しながら学級数調整を行います。また、１学年２学級の高校におい

ては、入学者数の状況や地域の実情等を踏まえながら、その在り方に

ついて検討します。 

    ・ 専門高校において、地域の振興方向や産業構造、中学生の志望動向、

高校卒業後の進路状況等を見据え、その機能の充実を図ります。 

    ・ 統合予定校では、地方創生に向けたそれぞれの地域の取組の推移や、

平成 30 年度までの入学者の状況等の検証を行い、統合時期等につい

て検討します。 

    ・ 定時制課程については、全県的なバランスに考慮しながら、多部制・

単位制の設置や移行について検討します。  

 

        学校別再編計画 

学校名 平成 27 年度の状況  再編の方向 平成 32 年度の状況  

全日制課程  学科・学級数  
定員 

(合 格 者 数 )  
学級増減  内容等 学科・学級数  定員 

釜石 普通 ５ 

理数  

200 

(173) 

▲１ 平成 32 年度 普通 ４ 

理数  

160 

釜石商工 工業 ３ 

商業 ２ 

200 

(100) 

▲２ 平成 30 年度 

学科改編 

工業 ２ 

商業 １ 

120 

遠野 普通 ４ 160 

(142) 

▲１ 平成 32 年度 

統合(校舎制) 

学科改編 

普通 ４ 

農業 １ 

200 

遠野緑峰 農業 １ 

商業 １ 

80 

(58) 

大槌 普通 ３ 120 

(81) 

▲１ 平成 29 年度 普通 ２ 80 

計５校 19 760 

(554) 

  14 560 
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        中学校卒業予定者数と県立高等学校の募集学級数等  

 平成 28 年度 平成 32 年度 

中学校卒業予定者数 651 531 

県立高等学校 
募集学級数 19 14 

学 校 数 5 4 

 

    ○ 後期計画期間中の方向性 

      平成 37 年３月末の中学校卒業予定者数が 488 人であり、平成 37

年度の募集学級数は約 12 学級と見込まれます。多くの高校で定員割

れすることも予想され、近接する高校では統合等を検討することも想

定しています。 

 

  (7) 宮古ブロック  

   [現状と課題] 

    ・ 全日制課程については、県立高校は普通高校４校、専門高校３校（工

業、商業、水産･家庭）の７校設置しています。 

    ・ 定時制課程・通信制課程については、夜間定時制課程を宮古高校に

併設しています。さらに、杜陵高校通信制課程宮古分室を宮古高校に

置いています。 

    ・ 平成 27 年度入試において 195 人の欠員が生じており、さらに中学

校卒業予定者数は、平成 27 年３月から 32 年３月までの間に 157 人減

少することが見込まれることから学級数調整が必要です。  

 

   [再編の方向] 

    ・ 生徒数の減少等に対応し、各高校における特色ある学科の機能を維

持しながら学級数調整を行います。また、１学年２学級以下の高校に

おいては、入学者数の状況や地域の実情等を踏まえながら、その在り

方について検討します。 

    ・ 専門高校において、地域の振興方向や産業構造、中学生の志望動向、

高校卒業後の進路状況等を見据え、統合等を検討します。 

・ 統合予定校では、地方創生に向けたそれぞれの地域の取組の推移や、

平成 30 年度までの入学者の状況等の検証を行い、統合時期等につい

て検討します。 

・ 定時制課程については、全県的なバランスを考慮しながら、宮古高

校と杜陵高校通信制課程宮古分室の一体化と併せ、多部制・単位制の

設置や移行について検討します。 
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        学校別再編計画 

学校名 平成 27 年度の状況  再編の方向 平成 32 年度の状況  

全日制課程  学科・学級数  
定員 

(合 格 者 数 )  
学級増減  内容等 学科・学級数  定員 

山田 普通 ２ 80 

(50) 

▲１ 平成 31 年度 普通 １ 40 

宮古 普通 ６ 240 

(220) 

▲１ 

 

平成 32 年度 

 

普通 ５ 200 

宮古北 普通 １ 40 

(18) 

 → 

現状１学級校  

普通 １ 40 

宮古工業 工業 ３ 120 

(67) 

▲２ 平成 32 年度 

統合(校舎制) 

学科改編 

工業 ２ 

商業 ３ 

200 

宮古商業 商業 ４ 160 

(156) 

宮古水産 水産 ２ 

家庭 １ 

120 

(75) 

▲１ 平成 31 年度 

学科改編 

水産 １ 

家庭 １ 

80 

岩泉 

(特例校) 

普通 ２ 80 

(59) 

 → 普通 ２ 80 

計７校 21 840 

(645) 

  16 640 

 

        中学校卒業予定者数と県立高等学校の募集学級数等  

 平成 28 年度 平成 32 年度 

中学校卒業予定者数 782 592 

県立高等学校 
募集学級数 21 16 

学 校 数 7 6 

 

     ○ 後期計画期間中の方向性 

      平成 37 年３月末の中学校卒業予定者数が 580 人であり、平成 37

年度の募集学級数は約 14 学級と見込まれます。普通科高校、専門高

校の定員割れも予想されるため、地域の産業振興方向等も見据えた総

合的な産業高校の設置等、さらなる統合も想定しています。 

 

  (8) 久慈ブロック  

   [現状と課題] 

    ・ 全日制課程については、県立高校は普通高校３校（専門学科併置校

１校を含む）、専門高校１校（工業）、総合学科高校１校の５校設置し

ています。 

    ・ 定時制課程については、多部制・単位制高校を久慈高校長内校に設

置しています。 

    ・ 平成 27年度入試において全日制課程で 113人の欠員が生じており、



24 

さらに中学校卒業予定者数は、平成 27 年３月から 32 年３月までの間

に 124 人減少することが見込まれることから学級数調整が必要です。 

 

   [再編の方向] 

    ・ 生徒数の減少等に対応し、各高校における特色ある学科の機能を維

持しながら学級数調整を行います。また、１学年２学級の高校におい

ては、入学者数の状況や地域の実情等を踏まえながら、その在り方に

ついて検討します。 

    ・ 専門高校において、地域の振興方向や産業構造、中学生の志望動向、

高校卒業後の進路状況等を見据え、統合等も検討します。 

    ・ 総合学科高校において、生徒の進路希望が達成できるよう系列の充

実を図ります。 

    ・ 統合予定校では、地方創生に向けたそれぞれの地域の取組の推移や、

平成 30 年度までの入学者の状況等の検証を行い、統合時期等につい

て検討します。 

 

        学校別再編計画 

学校名 平成 27 年度の状況  再編の方向 平成 32 年度の状況  

全日制課程  学科・学級数  
定員 

(合 格 者 数 )  
学級増減  内容等 学科・学級数  定員 

久慈 普通 ５ 200 

(182) 

▲１ 平成 31 年度 普通 ４ 160 

久慈東 総合 ５ 200 

(195) 

▲１ 平成 32 年度 

統合(校舎制) 

学科改編 

総合 ５ 

工業 １ 

240 

久慈工業 工業 ２ 80 

(50) 

種市 普通 ２ 

工業 １ 

120 

(83) 

▲１ 平成 30 年度 普通 １ 

工業 １ 

80 

大野 普通 ２ 80 

(57) 

▲１ 平成 31 年度 普通 １ 40 

計５校 17 680 

(567) 

  13 520 

 

        中学校卒業予定者数と県立高等学校の募集学級数等  

 平成 28 年度 平成 32 年度 

中学校卒業予定者数 598 514 

県立高等学校 
募集学級数 17 13 

学 校 数 5 4 

 

    ○ 後期計画期間中の方向性 

      平成 37 年３月末の中学校卒業予定者数が 445 人であり、平成 37

年度の募集学級数は約 11 学級と見込まれます。多くの高校で定員割
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れが予想され、近接する高校では統合等の検討も想定しています。 

 

  (9) 二戸ブロック  

   [現状と課題] 

    ・ 全日制課程については、県立高校は普通高校３校、専門高校１校（工

業）、総合学科高校１校の５校設置しています。 

    ・ 定時制課程については、夜間定時制課程を福岡高校に併設していま

す。 

    ・ 平成 27年度入試において全日制課程で 164人の欠員が生じており、

さらに中学校卒業予定者数は、平成 28 年３月から 32 年３月までの間

に 43 人減少することが見込まれることから学級数調整が必要です。 

 

   [再編の方向] 

    ・ 生徒数の減少等に対応し、各高校における特色ある学科の機能を維

持しながら学級数調整を行います。また、１学年２学級の高校におい

ては、入学者数の状況や地域の実情等を踏まえながら、その在り方に

ついて検討します。 

    ・ 専門高校において、地域の振興方向や産業構造、中学生の志望動向、

高校卒業後の進路状況等を見据え、統合等も検討します。 

    ・ 総合学科高校において、生徒の進路希望が達成できるよう系列の充

実を図りますが、極端に生徒が減少した場合、学科の在り方も含めた

検討を行います。 

    ・ 定時制課程については、全県的なバランスに考慮しながら、多部制・

単位制の設置や移行について検討します。  

 

        学校別再編計画 

学校名 平成 27 年度の状況  再編の方向 平成 32 年度の状況  

全日制課程  学科・学級数  
定員 

(合 格 者 数 )  
学級増減  内容等 学科・学級数  定員 

軽米 普通 ２ 80 

(58) 

 → 普通 ２ 80 

伊保内 普通 ２ 80 

(37) 

▲１ 平成 29 年度 普通 １ 40 

福岡 普通 ５ 200 

(171) 

▲１ 平成 31 年度 普通 ４ 160 

福岡工業 工業 ２ 80 

(61) 

 → 工業 ２ 80 

一戸 総合 ３ 120 

(69) 

▲１ 平成 32 年度 

系列等見直し  

総合 ２ 80 

計５校 14 560 

(396) 

  11 440 
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        中学校卒業予定者数と県立高等学校の募集学級数等  

 平成 28 年度 平成 32 年度 

中学校卒業予定者数 485 434 

県立高等学校 
募集学級数 14 11 

学 校 数 5 5 

 

    ○ 後期計画期間中の方向性 

      平成 37 年３月末の中学校卒業予定者数が 370 人であり、平成 37

年度の募集学級数は約９学級と見込まれます。多くの高校で定員割れ

が予想され、近接する高校では統合等の検討も想定しています。 
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【前期再編プログラム総括表】 

 
計画期間(Ｈ28～Ｈ32 ５年間) 

タイプ 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 

専門高校       

総合的な  

専門高校  
    

 

普 通 科  専 門

学科併置高校  
    

 

総合学科  専門

学科併置高校 
    

 

普通高校       

学科改編  

ｺｰｽ等見直し 

(学級減) 

 

 西和賀 

水沢農業  

一関第二  

釜石商工  

平舘  

花巻南  

水沢工業  

大船渡東  

宮古水産  

不来方 

盛岡工業  

紫波総合  

花北青雲  

北上翔南  

一関工業  

一戸 

学級減  

大槌 

伊保内 

葛巻 

大船渡 

種市 

盛岡第四  

前沢  

大東  

山田  

大野  

久慈  

福岡  

盛岡第三  

盛岡北 

一関第一  

高田 

釜石 

宮古  

全日制学校数  63 63 63 63 60 

全日制学級数  255 253 245 233 216 

(定時制)   宮古ﾌﾞﾛｯｸ 盛岡ﾌﾞﾛｯｸ  

 

   (1) 統合予定校では、地方創生に向けたそれぞれの地域の取組の推移や、平

成 30 年度までの入学者の状況等の検証を行い、統合時期等について検討

します。 

   (2) １学年１学級の普通高校では、直近の入学者数が２年連続して 20 人以下

となった場合には、原則として翌年度から募集停止とし、統合します。  

   (3) 学科改編、学級減等は、原則として再編計画に基づき実施しますが、ブ

ロック内の中学校卒業予定者数や、各校の定員充足状況等に大きな変化が

あった場合には、実施時期等の変更も検討します。  
 

 

宮古商業  

宮古工業 

遠野 

遠野緑峰  

久慈東 

久慈工業  

※ 表外(2)のとおり  
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１ 今後の高等学校教育の基本的方向(抜粋) 
                              平成 22 年３月 17 日策定 
                              平成 27 年４月 20 日改訂 
                              岩 手 県 教 育 委 員 会 
 第３章  学びの環境整備  
 ２  今後の環境整備の考え方  
  (1) 全体方針   
    自立した社会人としての資質を有する人財を育成するため、高校教育の質の保証及び機会

の保障の具体化に向けて、生徒がお互いに高めあうことができる教育環境を整えていくこと
が必要です。  

    今後の中学校卒業予定者数の減少が見込まれ、学校の小規模化が進むと考えられる中で、
前章に掲げる高校教育の充実に向けて、長期的な視点で、県全体を見通した学校や学科の配
置に努めるとともに、ブロック毎の生徒減少の状況や地域の実情等も考慮して、県立高校の
教育環境の整備を進めます。  

  (2) 学級定員及び学校の規模   
    学級定員は、「公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律」（昭和 36

年法律第 188 号）（以下、「高校標準法」という。）において、その標準が定められています。  
    学級は、単に学科、教科の学習指導のみならず、学級活動を通じ社会性や協調性をはぐく

む場であり、社会に繋がる前段階としての高校の役割を考えた場合には、生徒が集団の中で
経験を重ねることができるよう、一定の人数が必要であると考えられます。  

    本県においては、高校標準法に基づく教員の配置数、実際に県立高校で行われている少人
数指導や習熟度別指導などの学習指導の実態、標準の定員より少なくした場合における学習
指導への影響や県の財政負担の必要性などを考慮し、学級定員は高校標準法における標準で
ある 40 人を基本としますが、今後、さらに生徒が減少することから、地域の状況も踏まえ、
１学級定員についても特定の地域における独自の基準等様々な視点から検討を行っていき
ます。  

    なお、今後も、国における学級編制や教職員定数の改善に向け、要望を実施するとともに、
国において検討が行われる場合には、その動向を踏まえて適切に対応していきます。  

    公立高校の規模については、高校標準法で、本校は全校で 240 人、分校は全校で 100 人を
下らないこととする規定がありましたが、平成 23 年の改正により削除されました。  

    県立高校の規模については、生徒の能力を最大限に伸ばすための教育課程の編成や多様な
部活動など活力ある教育活動を展開するためには、１学年４学級程度以上が望ましいと考え
られます。一方で、今後の生徒数の減少を踏まえ、各ブロックに配置できる学校数を考える
と、将来にわたり７学級規模の学校を全て維持することは難しいと考えられます。このこと
から、今後の県立高校全体としての望ましい学校規模を、原則として１学年４～６学級程度
とします。  

    また、各高校の学校規模は、望ましい学校規模を基本とし、将来見込まれる生徒数に加え、
広大な県土という地理的な条件や、人口減少社会への対応、地域の実情等を考慮し、さらに
は教育の機会の保障の観点からも、慎重に検討していきます。３学級以下の学校は、生徒一
人ひとりに対応したきめ細やかな指導ができ、地域との連携により進路や部活動の成果など
一定の実績を上げている一方で、生徒の科目選択の幅が少なく、多様な進路希望への対応や
学習内容の質の確保などの課題もあり、今後、地域の意見を伺いながら、その対応を検討し
ていきます。検討にあたっては、教員の相互派遣や校舎制、ＩＣＴの活用など様々な可能性
を検討するとともに、ブロック毎のバランス等にも配慮した学校の配置に努めます。  

    さらに、今後、少子化が一層進行した場合には、地元市町村との連携・協力の在り方も含
め、慎重に検討を進めていきます。  

  (3) 教育機会の保障   
  〔地区割と学校配置〕  
    高校教育においては、一定の圏域（ブロック）の中で、中学生が多様な学校や学科を選択

でき、どのブロックにおいても進路希望を実現できることが望ましいと考えられます。  
    県立高校の配置に関する地区割の基本単位は、当面現在の９ブロックとし、各ブロック内

で、中学生が希望に応じて普通科、専門学科等を選択できるよう、学校を配置します。  
    なお、生徒数の減少に伴い、ブロックによっては 10 数年後には設置学級数が９学級程度

となることが見込まれ、通学区域（学区）が設定されている普通科を複数校設置できず、生
徒の学校選択に影響が出る可能性があります。今後、より広域的なブロック単位での高校の
配置も視野に入れながら、現在の普通科の通学区域（８学区）と県立高校の地区割（９ブロ
ック）について検討します。  

  〔通学に対する支援〕  
    生徒数が減少していく中にあって、広大な県土を有する本県の通学事情等を考慮し、再編

統合を行う場合で、かつ、通学が困難となる場合には、地元市町村と連携し、通学手段の確
保に向けた検討を行います。  

    また、通学費負担の増加など経済的な理由により、高校教育を受ける機会が制限されるこ
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とがないよう経済的な面での支援を検討します。  
    なお、これまで実施された公立高校の実質無償化や私立高校生のいる世帯への助成など国

における施策の影響や効果も踏まえ、生徒・保護者にとってより良い支援策について検討し
ます。  

  (4) 地域や産業界との連携   
    高校教育においては、市町村や産業界と連携して、地域や地域産業を担い地域社会の発展、

震災復興に貢献できる人財を育成するため、地域産業の振興方向を念頭に置きながら、学科
の配置を検討します。  

    併せて、産学官が一体となった広域的な人財育成の取組や関連企業、大学等関係機関との
連携を深めながら、生徒の進路先の確保に向けた取組を進めます。  

   また、生徒の社会性や豊かな心をはぐくむため、地域との連携による教育活動を積極的に行
なうとともに、生徒が地域の伝統文化への理解を深めるよう、地域活動への参加を支援す
るなど、県立高校がさらに地域に貢献できるよう取り組みます。  

  (5) 県立高校と私立高校の関係   
    私立高校は、独自の建学の精神や教育理念に基づき、特色ある教育活動を展開しており、

今後も県立高校や他の公立高校とともにその特色や魅力等を高めながら、高校教育の充実に
大きな役割を果たしていくことが期待されます。  

 ３  学校（学科）の配置  
  (1) 県全体の配置   
    今後の県立高校や学科の配置については、高校教育の目的を達成するため、県の産業振興

施策の方向性や産業界のニーズ、中学生の志望動向、高校卒業後の進路状況、生徒・保護者
の意識変化の状況等を踏まえ、全県的な視野に立ち検討します。  

  (2) ブロック毎の配置   
    各ブロックの具体的な学校・学科の配置については、県全体における考え方を基本としな

がら、各ブロックの産業構造や地域特性にも留意しながら検討します。  
    また、ブロックによっては、生徒数の減少に伴い配置できる学校数や学科が限定される可

能性があることから、教員の交流による学校間連携の仕組みづくりなど生徒にとってより良
い教育環境の整備に努めます。  

  (3) 高校（学科）の方向性   
    「今後の高校教育の方向性」を基に、長期構想検討委員会報告及び在り方検討委員会報告

において示された現状と課題を踏まえながら、高校 (学科 )の方向性を次のとおりとし、その
教育環境の整備に向けた取組を進めます。  

   ア  普通高校（普通科及び普通科系の専門学科）の方向性  
     現在は、高校の学習だけでは取得できない資格等が増えてきていることなどを背景に、

より専門性の高い知識や技能を身に付けた人財、さらにはリーダーとして期待される人財
が求められています。また、普通高校の進路状況は、進学が約８割となっており、今後も
大学等進学率が上昇していくと考えられます。これらのことから、普通高校は進学に対応
できる学校としていくよう進めます。  

     一方で、就職を希望する生徒の割合が比較的高い普通高校については、地域の実情に応
じて多様な進路希望に対応する教育に、地域との連携も視野に取り組んでいきます。  

     普通科では、幅広い学力のもと、知識を活用して本質を見極める思考力や現状を打開す
るための課題解決能力などの育成に取り組むとともに、コミュニケーション能力や社会性
を育成するため、キャリア教育などの充実を図り、将来の社会人としての基本的な資質や
能力の育成に取り組みます。  

     また、普通高校については、生徒の進学希望に対応し、その実現に向けた多様な教科・
科目の開設や教員の指導体制の充実などの学習環境を整えるため、各ブロックを基本単位
として、一定の学校規模を確保しながら適切に配置していくよう努めます。  

     さらに、スポーツ、芸術、理科・数学、外国語等の分野に対する関心・意欲が高く、能
力・適性のある生徒が、専門的な知識や技能を身に付けることができる学科や学系が必要
です。このような普通科系の専門学科については、県全体のニーズや卒業後の進路状況な
どを見据え、学科や学系の構成、その内容などについて検討し、適切に配置していくよう
努めます。  

   イ  専門高校（職業教育を主とする専門学科）の方向性  
   〔全体〕  
     職業教育を主とする専門学科（以下、このイにおいて「専門学科」という。）においては、

専門知識を確実に習得するとともに、実践力を身に付けることにより社会において高い付
加価値の創出や生産性の向上に寄与することができる人財を育成していくことが求められ
ています。併せて、地域の産業振興にも寄与しながら、地域活性化を担う人財を育成して
いくことが必要です。  

     一方で、地域の専門学科に対する理解を深め、将来の就職先を見通しながら、可能な限
り専門性を生かした進路に繋げることが必要です。  

     また、資格取得については、生徒の目的意識の高揚や学習意欲の向上を図りながら、目
的を明確にして、その取得に向けて取り組むことが必要です。  
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     これらを踏まえながら、専門学科においては次の３点について強化を進めます。  
   （ア）基礎・基本の定着を図る指導  
      専門学科においては、社会人としての基礎・基本を確実に定着させるため、生活・学

習指導の充実や教育課程の工夫を進めます。  
   （イ）地域産業を支える将来のスペシャリスト育成  
      今後、本県の産業振興施策の方向性や各専門学科の地域産業への就職状況を踏まえ、

本県の産業を支える将来のスペシャリストを育成する観点から、専門高校や専門学科の
充実に努めます。  

      各専門分野の核となる専門高校については、本県の専門教育における中心校としての
機能の充実を図り、一定の学校規模を確保するよう整備に努めます。また、小規模な専
門高校においては、今後、総合的な専門高校としての設置を検討するなど、その教育環
境の充実に努めます。  

      各専門高校においては、生徒に地域や地域産業を十分に理解させる教育の充実に取り
組むとともに、より一層地域の産業界との連携を強化しながら、専門教育の充実に取り
組みます。  

   （ウ）高等教育機関への接続  
      専門学科においても、生徒が身に付けた専門性を高めるためには、高等教育機関への

接続が重要であり、大学等との連携をさらに深め、専門学科からの進学を定着させるた
めの仕組みづくりに取り組みます。  

      なお、各専門学科については、目指す教育の特色、就職・進学の状況、県の産業振興
施策の方向性などを見据えながら、その充実を図ります。  

    〔農業に関する学科〕  
      農業に関する学科では、農業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得さ

せ、将来のスペシャリストを育成するとともに、農業はもとより、食や食品産業等の農
業関連産業に対する理解を深め、地域産業の担い手として活躍できる人財を育成するこ
とが重要です。  

      そのためには、地域や産業界との連携・交流を通じて、農業の各分野に関する体験的、
探究的な学習などに積極的に取り組むとともに、関連する幅広い分野について学習でき
るよう他の専門学科との連携を進めます。  

      今後は、地域の農業形態や産業構造、ニーズ等を踏まえながら、教育課程の見直しを
図ります。また、農業に関する専門教育の充実と卒業後の進路を見据えた学科改編等に
取り組みます。  

    〔工業に関する学科〕  
      工業に関する学科では、工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得さ

せ、将来のスペシャリストを育成するとともに、専門分野における高度な知識、技術及
び技能を身に付けさせ、地域産業を支える人財を育成することが重要です。  

      そのため、工業に関する科目における基礎・基本の確実な定着を図るとともに、学科
に関連した資格取得指導の充実を進めます。また、産業界との連携をさらに強化し、体
験的な学習活動の一層の充実を進めるとともに、関連する幅広い分野について学習でき
るよう他の専門学科との連携を進めます。  

      今後は、地域の産業構造やニーズ、産業振興の方向性を踏まえながら、長期的な展望
に立って教育課程の見直しを図ります。また、工業に関する専門教育の充実と卒業後の
進路を見据え、施設・設備の有効活用を図りながら、工業の基幹となる学科を主とする
などの学科改編等に取り組みます。  

    〔商業に関する学科〕  
      商業に関する学科では、商業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得さ

せ、将来のスペシャリストを育成するとともに、ビジネスの諸活動を主体的・合理的に
実践する力、遵法精神や起業家精神等を身につけた創造性豊かな人財を育成することが
重要です。  

      そのため、地域や産業界との連携を強化し、販売実習など、実社会における実践的な
知識や経験を積み重ねる指導の充実を図ります。また、関連する幅広い分野について学
習できるよう他の専門学科との連携を進めます。  

      今後は、地域の産業構造やニーズを踏まえながら、教育課程の見直しを図ります。ま
た、商業に関する専門教育の充実と卒業後の進路を見据え、大学科制や括り募集などの
学科改編等に取り組みます。  

    〔水産に関する学科〕  
      水産に関する学科では、水産や海洋の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を

習得させ、将来のスペシャリストを育成するとともに、水産業はもとより、食や食品産
業等の水産関連産業に対する理解を深め、将来の地域産業、震災復興の担い手として活
躍できる人財を育成することが重要です。  

      そのためには、産業界と一体となった職場体験実習の拡充などを通じて専門性を生か
した進路実現を図ります。また、関連する幅広い分野について学習できるよう他の専門
学科との連携を進めます。  
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      水産関連産業の復興に向けては、ハード面の復興はもちろん、新商品の開発や、販路
の確保、人財育成等、ソフト面の回復も不可欠であり、今後、水産や海洋産業の動向や
ニーズを踏まえながら、水産業のみならず関連する幅広い分野について学習できる環境
の整備や、地域や生徒の実態に対応した教育課程の見直しを図ります。また、水産に関
する専門教育の充実と卒業後の進路を見据えた学科改編等に取り組みます。  

    〔家庭に関する学科〕  
      家庭に関する学科では、家庭の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得さ

せ、将来のスペシャリストを育成するとともに、生活産業に関わる必要な資質や能力を
向上させ、広く社会で活躍できる人財を育成することが重要です。  

      そのためには、原則履修科目として生活と産業全般にわたる理解と意識を高める「生
活産業基礎」の教育内容を充実させ、勤労観や職業観を育成します。また、校外におけ
る研究発表などの活動をより一層推進させ、実践力の育成と地域社会に貢献する心を育
てる指導を充実するとともに、関連する幅広い分野について学習できるよう他の専門学
科との連携を進めます。  

      今後は、地域の産業構造やニーズを踏まえながら、教育課程の見直しを図ります。ま
た、家庭に関する専門教育の充実と卒業後の進路を見据えた学科改編等に取り組みます。 

    〔総合的な専門高校〕  
      総合的な専門高校では、専門教育の専門性を確保しながら、生徒が主体的に他の学科

の科目を選択履修できるよう支援していくことが必要です。  
      そのために、地域の産業構造やニーズを踏まえ、より幅広い進路選択が可能となるよ

うな教育課程の見直しを図ります。また、それぞれの専門学科に関する専門教育の充実
と卒業後の進路を見据えた学科構成となるよう取り組みます。  

   ウ  総合学科高校の方向性  
     本県の総合学科高校は、設置の理念を踏まえつつ、教育実践を積み重ねてきたところで

あり、今後は生徒の進路希望の実現に向け、自分の将来の進路を見据えた系列や科目を選
択できるシステムの構築や、「産業社会と人間」と「総合的な学習の時間」を相互に関連付
けてキャリア教育を実施する等、総合学科の特長を生かし、より一層教育内容の充実を進
めます。  

     一方で、社会の変化や少子化に対応した系列の在り方及び多様な進路希望に対応するた
め教員の負担が大きいことなどの課題があり、総合学科としての特長を生かしながら、必
要に応じて系列の見直しや、今後、さらに生徒が減少し、一定の規模を確保できない場合
の対応等を検討します。  

   エ  定時制・通信制高校の方向性  
     定時制・通信制高校は、勤労青少年の教育機関としての機能だけでなく、生徒のライフ

スタイルや能力・適性、関心・意欲に柔軟に対応できる学習の場として、その存在意義が
より一層大きくなると考えられます。そのために、多様な生徒に対応する教育の場として、
定時制・通信制高校の充実を図ることが必要です。  

     定時制課程においては、多様な生徒に対する教育機会の拡大を図るため、学年制にとら
われず弾力的な単位修得等が可能となる単位制への転換を進めるとともに、全県的なバラ
ンスを考慮しながら、昼間にも学ぶことができる多部制への転換を行っており、平成 28
年度入試からは学力検査を用いない成人枠を導入します。また、夜間部の入学者は減少傾
向にあり、その在り方について検討するとともに、新たに多部制を導入する場合には、既
存の施設の有効活用等も含めて検討します。  

     通信制課程においては、杜陵高校本校を中心に奥州校及び宮古分室と連携を図りながら、
多様な生徒の学ぶ意欲に応える体制を確保します。  

   オ  中高一貫教育校の方向性  
     連携型については、地域の生徒数が減少する中で、県全体として方向性を検討する必要

があります。特に、現在連携型中高一貫教育を実施している地域においては、生徒の減少
が進む中、導入時の目的やその後の状況の変化等を確認し、地域の意向も踏まえながら、
今後の方向性を検討します。  

     併設型については、一関第一高校への導入の成果と課題を引き続き検証しながら、今後
の方向性について検討します。  

 ４  実施計画の策定  
   今後の県立高校の教育環境の整備を計画的に推進し、学校・学科の適切な配置を実現するた

めには、生徒の進路選択や将来を見据えた学校経営にも配慮しながら、一定の期間を見通した
実施計画を明らかにする必要があります。  

   このため、基本的方向の改訂から概ね 10 年後を見据えた「新たな高等学校再編計画 (仮称 )」
（以下「再編計画」という。）を策定します。また、その策定に当たっては、平成 27 年度にお
いてブロック毎に地域住民との意見交換の場を設け、十分に意見を伺いながら検討を進めます。 
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２ 岩手県における中学校卒業者数及び高等学校入学者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　年３月 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53
入学者数 20,832 22,540 22,397 23,040 21,386 22,531 21,644 20,965 21,571 20,529 20,904 22,486 21,339 21,004 21,271 ##
中学校卒業者数 39,358 40,369 40,011 39,184 34,906 35,841 32,594 31,381 29,844 27,425 26,250 27,412 25,216 24,304 24,254 ##
進学率 52.9% 55.8% 56.0% 58.8% 61.3% 62.9% 66.4% 66.8% 72.3% 74.9% 79.6% 82.0% 84.6% 86.4% 87.7% ##
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人
数

年

　年３月 昭和47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61

中学校卒業者数 27,425 26,250 27,412 25,216 24,304 24,254 23,370 23,542 23,478 21,647 19,923 23,289 22,605 22,148 21,797

進学率 74.9% 79.6% 82.0% 84.6% 86.4% 87.6% 89.3% 89.6% 91.0% 93.6% 94.4% 93.9% 93.8% 93.9% 94.5%

高校入学者数 20,529 20,904 22,486 21,339 21,004 21,257 20,867 21,101 21,371 20,262 18,812 21,860 21,208 20,801 20,590

　年３月 62 63 平成元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

中学校卒業者数 21,715 22,648 22,833 22,531 21,985 21,085 20,657 20,256 19,583 19,074 18,435 18,425 18,468 17,874 16,899

進学率 94.6% 95.4% 95.7% 95.3% 95.9% 96.4% 96.7% 96.7% 97.4% 97.4% 97.3% 97.7% 97.4% 97.5% 97.9%

高校入学者数 20,543 21,617 21,847 21,475 21,084 20,329 19,983 19,595 19,068 18,574 17,941 17,993 17,987 17,432 16,541

　年３月 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

中学校卒業者数 16,585 15,748 15,468 14,857 14,640 14,576 13,964 13,678 13,767 12,885 12,708 12,379 12,556 12,088 12,084

進学率 98.2% 98.0% 98.4% 98.7% 98.7% 98.7% 98.7% 98.7% 98.9% 99.3% 99.4% 99.4% 99.4% 99.5% 99.0%

高校入学者数 16,279 15,440 15,223 14,661 14,449 14,383 13,776 13,500 13,620 12,788 12,634 12,306 12,366 12,025 11,963

　年３月 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41

中学校卒業者数 11,924 11,396 11,264 10,775 10,203 10,476 10,247 10,131 9,806 9,700 9,489 9,279 9,098

進学率 99.0% 99.0% 99.0% 99.0% 99.0% 99.0% 99.0% 99.0% 99.0% 99.0% 99.0% 99.0% 99.0%

高校入学者数 11,805 11,282 11,151 10,667 10,101 10,371 10,145 10,030 9,708 9,603 9,394 9,186 9,007

注）中学校卒業者数及び高校入学者数

各年ごとのデータ

<中学校卒業者数>・昭和47年から平成27年までは実績値、平成28年以降は平成27年5月1日現在の在籍生徒数等からの推定値です。
<高 校入学者数>・昭和47年から平成27年までは実績値、平成28年以降は進学率を99.0％に固定し、高校入学者数を計算したものです。
<進 学 率>・進学率は、学校基本調査からのものとなります。
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３ 学区と高校配置に関する地区割、ブロックの県立高等学校の配置 

学区 ブロック ブロック内市町村

盛岡第一 盛岡第二 盛岡第三 盛岡第四

盛岡南 杜陵（定・通） 盛岡工業（全・定） 盛岡商業

盛岡市立

岩手 岩手女子 盛岡白百合 江南義塾盛岡

盛岡誠桜 盛岡大付属 盛岡スコーレ 盛岡中央（全・通）

八幡平市 平舘

滝沢市 盛岡北 盛岡農業

雫石町 雫石

葛巻町 葛巻

岩手町 沼宮内

紫波町 紫波総合

矢巾町 不来方

花巻北 花巻南 花巻農業 花北青雲

大迫 花巻東

北上市 黒沢尻北 北上翔南 黒沢尻工業 専修大学北上

西和賀町 西和賀

水沢 水沢農業 水沢工業 水沢商業

前沢 岩谷堂 杜陵奥州（定・通）  水沢第一

金ケ崎町 金ケ崎
一関第一（全・定） 一関二 一関工業 花泉

大東 千 一関学院（全・通） 一関修紅

平泉町

大船渡市 大船渡（全・定） 大船渡東

陸前高田市 高田

住田町 住田

釜石市 釜石（全・定） 釜石商工

遠野市 遠野 遠野緑峰

大槌町 大槌
宮古（全・定） 宮古北 宮古工業 宮古商業

宮古水産

山田町 山田

岩泉町 岩泉

田野畑村

久慈市 久慈 久慈長内（定） 久慈東

普代村

洋野町 種市 大野

野田村 久慈工業

二戸市 福岡（全・定） 福岡工業

一戸町 一戸

軽米町 軽米

九戸村 伊保内

※ 斜体は市立高校及び私立高校となります。

宮　　古 宮　　古

宮古市

久　　慈 久　　慈

二　　戸 二　　戸

両　　磐 両　　磐

気仙・釜石

気　　仙

釜石・遠野

岩手中部 岩手中部

　県立高等学校や学科の配置、学級数の調整を行う際の地区割（ブロック）。広域生活圏（９圏
域）を基本とし、気仙・釜石学区を気仙ブロックと遠野・釜石ブロックに分割している。

ブロック内の高等学校（平成28年度）

盛　　岡 盛　　岡

一関市

花巻市

盛岡市

胆　　江 胆　　江
奥州市
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盛岡第一・盛岡第二 

盛岡第三・盛岡第四 

盛岡南・杜陵 

盛岡工業・盛岡商業 

盛岡北・盛岡農業 

雫石高校 

平舘高校 

福岡高校・福岡工業 

軽米高校 

伊保内高校 

一戸高校 

種市高校 

大野高校 

葛巻高校 

沼宮内高校 

不来方高校 

久慈高校 

久慈高校長内校 

久慈東高校 

久慈工業高校 

宮古北高校 

岩泉高校 

宮古高校 

宮古工業 

宮古商業 

宮古水産 
杜陵高校宮古分室 

山田高校 

大槌高校 

遠野高校 

遠野緑峰高校 

釜石高校 

釜石商工高校 

住田高校 

大船渡高校 

大船渡東高校 

高田高校 

大東高校 

大迫高校 

西和賀高校 

花北青雲 

花巻北高校 

花巻南高校 

花巻農業 

 

黒沢尻北高校 

黒沢尻工業 

北上翔南 

金ケ崎高校 

岩谷堂高校 

水沢高校・水沢商業 

水沢工業・水沢農業 

杜陵高校奥州校 

前沢高校 

一関第一・一関第二 

一関工業 花泉高校 

二戸 久慈 

宮古 

釜石･遠野 

気仙 

両磐 

胆江 

岩手中部 

盛岡 

【両磐ブロック】 

【胆江ブロック】 

【二戸ブロック】 

【久慈ブロック】 

【気仙地区】 

【釜石･遠野地区】 

【宮古ブロック】 

【岩手中部ブロック】 

【盛岡ブロック】 

紫波総合 

千 高校 
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４ 高等学校、大学等への進学率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 資料：学校基本調査（平成27年は速報値です。）

昭

27

昭

31

昭

35

昭

39

昭

43

昭

47

昭

51

昭

55

昭

59

昭

63
平4 平8

平

12

平

16

平

20

平

24

平

25

平

26

平

27

岩手県の高校進学率 39.5 40.3 44.3 55.8 62.9 74.9 86.4 91.0 93.8 95.4 96.4 97.4 97.5 98.4 98.7 99.4 99.4 99.4 99.5

全国の高校進学率 47.6 51.3 57.7 69.3 76.8 87.2 92.6 94.2 94.1 94.5 95.9 96.8 97.0 97.5 97.8 98.3 98.4 98.4 98.5

岩手県の大学進学率 19.5 19.6 13.3 17.4 17.9 20.5 22.2 20.0 20.0 20.4 23.9 28.4 32.1 33.7 39.5 41.0 40.4 42.4 42.7

全国の大学進学率 21.6 20.7 17.2 23.4 23.1 29.2 33.9 31.9 29.6 30.9 32.7 38.9 45.1 45.3 52.8 53.5 53.2 53.8 54.5

39.5 
40.3 

44.3 

55.8 

62.9 

74.9 

86.4 

91.0 

93.8 
95.4 

96.4 97.4 97.5 98.4 
98.7 

99.4 99.4 99.4 99.5 

47.6 

51.3 

57.7 

69.3 

76.8 

87.2 

92.6 
94.2 

94.1 94.5 
95.9 

96.8 97.0 97.5 97.8 98.3 98.4 98.4 98.5 

19.5 19.6 

13.3 

17.4 

17.9 

20.5 
22.2 

20.0 20.0 20.4 

23.9 

28.4 

32.1 

33.7 

39.5 

41.0 

40.4 

42.4
42.7 

21.6 
20.7 

17.2 

23.4 23.1 

29.2 

33.9 

31.9 

29.6 
30.9 

32.7 

38.9 

45.1 45.3 

52.8 53.5 53.2 53.8 54.5 
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進
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率
（％
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岩手県の高校進学率

全国の高校進学率

全国の大学進学率

岩手県の大学進学率
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５ 中学生の志望学科(中学生アンケート結果) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 時 期：平成 27 年７月 13 日（月）～７月 31 日（金）  

対象となる学校：中学校３年生が在籍する県内全ての公立中学校（ 165 校）  

対  象  者：県内公立中学校３年生  

対 象 生 徒 数：165 学級 4,546 人（抽出率 38.9％）  

回 答 者 数：4,430 人  

回  収  率：97.4% 
  

48.6 

60.2 

46.0 

38.6 

37.2 

59.8 

49.8 

42.6 

38.4 

49.1 

13.1 

10.9 

12.5 

13.9 

17.3 

11.6 

19.9 

12.7 

10.9 

12.7 

3.2 

4.1 

5.5 

1.6 

3.2 

1.8 

1.7 

2.0 

0.3 

4.5 

11.2 

8.0 

13.1 

13.9 

16.7 

7.2 

11.6 

8.3 

11.3 

14.1 

6.3 

7.3 

4.9 

9.2 

1.9 

2.9 

7.1 

15.0 

3.8 

2.7 

1.2 

0.2 

0.2 

0.3 

0.4 

3.3 

0.8 

6.4 

2.2 

0.5 

5.0 

4.0 

4.7 

5.2 

4.5 

8.3 

2.9 

6.6 

7.5 

3.6 

6.5 

1.8 

8.4 

11.4 

12.5 

1.1 

2.1 

2.5 

15.3 

9.5 

4.9 

3.5 

4.7 

6.0 

6.5 

4.0 

4.1 

3.9 

10.3 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全県

盛岡ﾌﾞﾛｯｸ

岩手中部

胆江ﾌﾞﾛｯｸ

両磐ﾌﾞﾛｯｸ

気仙ﾌﾞﾛｯｸ

釜石遠野

宮古ﾌﾞﾛｯｸ

久慈ﾌﾞﾛｯｸ

二戸ﾌﾞﾛｯｸ

普通科
普通科系の

専門学科
農業 工

業

商

業

水

産

家

庭
総合

学科
未定

等

農業 工業 商業 水産 家庭 計

全　県 48.6 13.1 3.2 11.2 6.3 1.2 5.0 26.9 6.5 4.9

盛岡ブロック 60.2 10.9 4.1 8.0 7.3 0.2 4.0 23.6 1.8 3.5

岩手中部 46.0 12.5 5.5 13.1 4.9 0.2 4.7 28.4 8.4 4.7

胆江ブロック 38.6 13.9 1.6 13.9 9.2 0.3 5.2 30.2 11.4 6.0

両磐ブロック 37.2 17.3 3.2 16.7 1.9 0.4 4.5 26.6 12.5 6.5

気仙ブロック 59.8 11.6 1.8 7.2 2.9 3.3 8.3 23.6 1.1 4.0

釜石遠野 49.8 19.9 1.7 11.6 7.1 0.8 2.9 24.1 2.1 4.1

宮古ブロック 42.6 12.7 2.0 8.3 15.0 6.4 6.6 38.2 2.5 3.9

久慈ブロック 38.4 10.9 0.3 11.3 3.8 2.2 7.5 25.0 15.3 10.3

二戸ブロック 49.1 12.7 4.5 14.1 2.7 0.5 3.6 25.5 9.5 3.2

ブロック名 普通科

普通科

系の専

門学科

職業に関する専門学科 総　合

学　科
未定等



 

 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 
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ＴＥＬ ０１９－６２９－６２０５  

ＦＡＸ ０１９－６２９－６１４４  

ホームページ：http://www.pref.iwate.jp/kyouiku/gakkou/13891/043764.html 

電 子 メ ー ル：DB0003＠pref.iwate.jp 


